
平成 7年国勢調査結果の概要（その 1） 

 

 平成 8年 11月 20日付けで総務庁より公表された国勢調査の第 1次基本集計結果のうち，北九州市に関す

る結果の概要についてまとめたものである。その 1では人口，世帯について掲載している。 

 

1 人 口 

 平成 7年 10月 1日現在の北九州市の人口は 1,019,598人で，平成 2年国勢調査と比べると 6,857人，0.7%

の減少であった。これを男女別にみると，男は 483,936 人(平成 2 年国勢調査と比べて 4,184 人，0.9%減)，

女は 535,662人(同 2,673人，0.5%減)であった。男は女より 51,726人少なく，性比(女 100人に対する男の

割合)は 90.3で平成 2年国勢調査の 90.7から 0.4ポイント減であった。 

 

(1) 人口の推移（現在の市域による）  

 第 1回国勢調査(大正 9年)で 433,325人であった市域人口は，昭和 40年には 100万人を超え昭和 55年国

勢調査をピークとして増加を続けた。 

 

 昭和 60年以降人口は減少傾向となり，平成 2年調査では前回調査と比較して 29,947人減と大幅な減少と

なった。今回調査では減少は止まらなかったものの，人口の減少幅は 6,857人減と縮小した。 

 

表 1－人口の推移 

 

 

注：昭和 55年以前は，昭和 55年 10月 1日現在に，昭和 60年以降は次回の国勢調査時点の市域に組み替

えた。 

 

 



(2) 区別人口  

 区別の人口は，八幡西区の 256,176人がもっとも多く，小倉南区 204,975人，小倉北区 194,194人と続き，

以下門司区，若松区，八幡東区，戸畑区の順であった。これを平成 2 年調査と比べると，小倉南区(11,531

人，6.0%増)，若松区(3,491人，4.0%増)，八幡西区(3,158人，1.2%増)の 3区で増加したが，小倉北区(7,857

人，3.9%減)，門司区(7,005人，5.5%減)など 4区で減少した。昭和 49年の 7区制への移行以来初めて小倉

南区の人口が小倉北区を上回るととも，若松区も八幡東区と順位を逆転して上位となるなど，区別人口の順

位に変動があった。 

 

表 2－区別人口 

 

 

表 3－男女別人口及び性比 

 

 



表 4－年齢(5歳階級)人口 

 

 

(3) 年齢別人口  

 人口の年齢構造をみると，15 歳未満の年少人口 156,649 人(総人口に占める割合 15.4%)，15～64 歳の生

産年齢人口 701,664人(同 68.8%)，65歳以上の老年人口 160,584人(同 15.7%)となっていり，老年人口が年

少人口を上回る結果となった。 

 

 これを平成 2年調査と比べると，年少人口 26,149人減，生産年齢人口 7,852人減に対し，老年人口は 30,161

人増となり，年少人口の減少と老年人口の増加が際だっている。総人口に占める割合は，年少人口が 2.4 ポ

イントの減，生産年齢人口が 0.3ポイントの減，老年人口が 3.0ポイントの増となっている。 

 

表 5－年齢 3区分別人口及び平均年齢 

 



(4) 平均年齢  

 本市の平均年齢は 40.6歳(男 39.0歳，女 42.0歳)であった。区別にみると小倉南区が 38.6歳と最も若く，

八幡西区 39.6 歳と続いている。他の 5 区はいずれも平均年齢が 40 歳を超えており，八幡東区の 44.0 歳が

最も高かった。 

 

2 世 帯 

(1) 世帯数及び世帯人員  

 世帯数は 388,741世帯で，平成 2年国勢調査と比べると 21,400世帯，5.8%の増加であった。内訳をみる

と一般世帯が 387,666世帯(平成 2年国勢調査と比べて 23,765世帯，6.5%増)，施設等の世帯は 476世帯(同

87世帯，15.5%減)であった。また，1世帯当たり人員は 2.62人となり平成 2年国勢調査と比べて 0.17人の

減となった。 

 

 一般世帯を世帯人員別にみると，1人世帯が 27.2%と最も多く，次いで 2人世帯 27.0%，3人世帯 19.1%，

4人世帯 17.5%と続き，これら世帯人員 4人以下の世帯で一般世帯の 9割強を占めている。過去の調査から

の推移をみると，昭和 55・60年調査では 4人世帯が最も多く前回平成 2年調査では 2人世帯が最も多くを

占めていたが，今回は 1人世帯から世帯人員が増加するにつれて世帯数が減少しており，少数世帯化がさら

に進行した。 

 

表 6－世帯数及び世帯人員 

 

 

 一般世帯を家族類型別にみると，核家族世帯 243,229 世帯(一般世帯に占める割合 62.7%)，その他の親族

世帯 37,671世帯(同 9.7%)，非親族世帯 1,143世帯(同 0.3%)，単独世帯 105,623世帯(同 27.2%)となってい

る。過去からの推移をみると核家族世帯の割合が減少し，替わって単独世帯が大幅に増加している。 

 

表 7－家族類型別一般世帯数 

 



(2) 高齢世帯  

 一般世帯のうち，65歳以上の親族がいる世帯は 113,709世帯で，平成 2年国勢調査と比べると 19,481世

帯 20.7%増加し，一般世帯に占める割合は 29.3%であった。 

 

 高齢単身者は 28,546人で，平成 2 年国勢調査と比べると 7,455人 35.3%増加となった。このうち，女の

高齢単身者は 22,765人で高齢単身者の 79.7%を占めている。 

 

表 8－高齢世帯 

 

 

表 9－家族類型別高齢世帯 

 

 

表 10－高齢単身者数 

 



3 外国人 

 本市に居住する外国人は 9,185人(男 4,566人，女 4,619人)で，総人口に占める割合は 0.9%であった。こ

れを平成 2年国勢調査と比べると 214人(2.3%)の減であった。 

 

 外国人を国籍別にみると，韓国・朝鮮が 7,573 人(外国人人口に占める割合 82.4%)と最も多く，次いで中

国 841人(同 9.2%)，フィリピン 196人(同 2.1%)の順であった。平成 2年国勢調査と比べると，韓国・朝鮮

は 816 人(9.7%)減と大幅に減少したのに対して，中国が 431 人(105.1%)増と倍増したのを初め東南アジア，

南アジアが 103人(50.0%)増となるなど，国籍別構成が大きく変化した。 

 

 次に，外国人を区別にみると小倉北区(2,800人)が最も多く，以下八幡西区(2,060人)，小倉南区(1,013人)，

門司区(937人)，八幡東区(894人)，戸畑区(832人)，若松区(649人)と続いた。平成 2年国勢調査と比べると，

門司区 175人(対平成 2年増減率 15.7%減)，八幡東区 111人(同 11.0%減)，若松区 86人(同 11.7%減)，小倉

北区 65人(同 2.3%減)の 4区で減少したが，八幡西区 93人(同 4.7%増)，小倉南区 90人(同 9.8%増)，戸畑区

40人(同 5.1%増)の 3区で増加した。 

 

表 11－国籍，男女別外国人 

 

 

4 人口集中地区 

 人口集中地区とは，平成 7年国勢調査の基本単位区を基礎単位とし原則として，人口密度が 4,000人/Ｋ㎡

以上の地域が隣接していて，それらの地域の人口が平成 7年の国勢調査時に 5,000人以上を有している地区

である。 

 

 平成 7年国勢調査の結果,市内 12地区が人口集中地区として設定され，その面積は 154.4Ｋ㎡で平成 2年

国勢調査と比べて 1.6Ｋ㎡，1.0%増であった。 



(1) 人口  

 人口集中地区の人口は 916,641人(人口密度 5,938.7人/Ｋ㎡)で，総人口に占める割合は 89.9%となった。

これを平成 2年国勢調査と比べると 6,504人，0.7%増であった。 

 

 人口集中地区の年齢構造をみると，年少人口 141,610 人(人口集中地区人口に占める割合 15.4%)，生産年

齢人口 633,972 人(同 69.2%)，老年人口 140,363 人(同 15.3%)となっており，市全体と比べ年少人口の割合

が高く，老年人口の割合が低くなっている。 

 

 平均年齢は 40.3歳で，市全体と比べ 0.3歳若くなっている。  

 

表 12－人口集中地区の人口 

 

表 13－人口集中地区の年齢 3区分別人口及び平均年齢 

 

 

(2) 世帯  

 人口集中地区の一般世帯の 1世帯当たり平均人員は 2.54人で，市全体の 2.58人と比べさらに小家族化が

進んでいる。 

 



 一般世帯を世帯人員別にみると，市全体と同じく世帯人員が 1 人の世帯が最も多く 100,333 世帯(人口集

中地区の一般世帯に占める割合 28.3%)であった。以下世帯人員の増加と逆に世帯数が減少するのは市全体と

同じである。 

 

表 14－人口集中地区の世帯 

 

 


